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難
所
運
営
を
考
え
る
こ
と
が
防
災

全
体
の
質
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
ま
す
。
本
市
の
女
性

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
今
後
の
育
成
方

針
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
多
様
性
の
配

慮
見
直
し
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改

善
予
定
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

く
ら
し
安
全
部
長　

今
後
は
、

女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
の
た
め

の
講
座
や
訓
練
な
ど
、
防
災
に
対

す
る
意
識
向
上
を
図
る
こ
と
で
女

性
参
加
を
促
進
し
、育
成
し
ま
す
。

災
害
の
教
訓
や
国
の
指
針
、
先
進

自
治
体
の
事
例
を
踏
ま
え
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
や
多
様
性
に
関
す
る
配
慮

事
項
を
社
会
状
況
に
応
じ
て
更
新

す
る
た
め
、
避
難
所
開
設
訓
練
で

の
課
題
等
を
参
考
に
本
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

【
再
質
問
】　

制
度
運
営
の
安 

定
性
や
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
収

納
率
向
上
に
向
け
て
何
か
工
夫
は

で
き
な
い
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

健
康
部
長　

来
庁
者
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
翻
訳
ア
プ
リ
を
使
用

し
て
い
た
だ
き
説
明
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
独
特
の

保
険
制
度
そ
の
も
の
、
ま
た
、
制

度
に
お
け
る
専
門
用
語
が
翻
訳
さ

れ
て
も
な
お
理
解
が
難
し
い
こ
と

が
、
収
納
率
の
低
さ
に
表
れ
て
い

る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
特
段
の
工
夫
と
い
う
も
の
は

現
時
点
で
お
示
し
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
個
々
の

状
況
に
応
じ
丁
寧
な
説
明
を
重
ね
、

収
納
率
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と

に
尽
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

重
要
文
化
財
に
関
す
る
も
の
が
14

か
所
、
神
社
、
仏
閣
に
関
す
る
も

の
が
13
か
所
、
市
内
の
道
、
坂
、

橋
に
関
す
る
も
の
が
64
か
所
、
そ

の
他
文
化
財
に
関
す
る
も
の
が
12

か
所
、
合
計
で
１
１
１
か
所
に
設

置
し
て
い
ま
す
。
破
損
し
た
も
の

は
、
安
全
上
の
観
点
か
ら
都
度
修

繕
を
行
っ
て
い
ま
す
。
座
間
ふ
る

さ
と
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
設
置

か
ら
40
年
ほ
ど
経
過
し
、
掲
載
情

報
の
更
新
が
で
き
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
て

現
在
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。
歴

史
民
俗
資
料
室
に
つ
い
て
は
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
計
画
し
、
令
和
８

年
度
の
夏
頃
を
め
ど
に
展
示
内
容

を
整
理
し
、
再
オ
ー
プ
ン
す
る
予

定
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

校
で
民
間
屋
内
プ
ー
ル
を
使
用
し

た
水
泳
授
業
を
試
行
実
施
し
て
お

り
、
令
和
９
年
度
ま
で
の
全
校
移

行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

【
再
質
問
】　

市
立
プ
ー
ル
管 

理
運
営
費
の
令
和
７
年
度
当
初
予

算
額
５
千
万
円
余
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
民
間
プ
ー
ル
事
業
者
と
の

連
携
拡
大
を
図
り
、
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
を
借
り
る
移
動
手
段
を
検
討
す

る
な
ど
、
夏
休
み
中
の
子
ど
も
の

遊
び
場
の
確
保
に
向
け
た
、
多
様

な
市
民
が
参
加
す
る
協
議
の
場
を

持
つ
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

移
動
手
段
は
、
検
討
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
市

民
全
体
的
に
意
見
を
伺
う
形
を
取

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

横
浜
市
が
敬
老
パ
ス
を
発
行
す
る

の
と
同
様
に
、
本
市
で
は
障
が
い

者
、
生
活
保
護
世
帯
、
高
齢
者
や

母
子
家
庭
な
ど
社
会
的
弱
者
に
対

し
て
水
道
料
金
を
一
般
会
計
で
肩

代
わ
り
す
る
と
い
う
措
置
を
取
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
生
活
保

護
世
帯
、
障
が
い
者
世
帯
、
高
齢

者
世
帯
の
一
部
は
対
象
外
と
な
り

ま
し
た
が
、
地
域
活
性
化
に
も
つ

な
が
る
水
道
料
金
の
福
祉
減
免
に

つ
い
て
、
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま

す
。市

長　

水
道
料
金
の
福
祉
減
免

等
に
つ
い
て
、
現
在
の
対
象
者
を

拡
大
す
る
予
定
は
な
く
、
公
共
料

金
等
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
そ
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て

検
討
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
で
は
、
女
性
防

災
リ
ー
ダ
ー
た
ち
を
中
心
と
し
た

災
害
対
応
の
中
で
女
性
や
子
供
、

高
齢
者
な
ど
の
様
々
な
立
場
の
視

点
の
重
要
性
が
改
め
て
見
え
て
き

ま
し
た
。
女
性
専
用
エ
リ
ア
の
設

置
や
、
発
災
後
72
時
間
以
内
の
緊

急
避
妊
ピ
ル
の
配
付
、
ま
た
、
防

犯
ブ
ザ
ー
、
生
理
用
品
、
デ
リ
ケ 

ー
ト
ゾ
ー
ン
の
拭
き
取
り
シ
ー
ト

の
配
付
や
口
腔
ケ
ア
な
ど
安
全
と

尊
厳
を
守
る
取
組
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
性
被
害
へ
の
認
識
が
乏
し

く
、
避
難
所
の
み
な
ら
ず
自
宅
で

の
性
被
害
や
、
女
性
相
談
窓
口
が

な
い
な
ど
の
課
題
も
浮
き
彫
り
と

な
り
ま
し
た
。
災
害
時
に
は
、
男

女
問
わ
ず
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
存

在
し
、
特
に
女
性
の
視
点
か
ら
避

外
国
人
住
民
世
帯
に
お
け
る
現

年
課
税
分
、
滞
納
繰
越
分
の
、
収

納
率
及
び
滞
納
額
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
市
全
体
の
収
納
率
と
比
較

す
る
と
、
ど
の
程
度
の
差
が
あ
る

の
か
お
示
し
く
だ
さ
い
。

健
康
部
長　

現
年
課
税
分
の
収 

納
率
は
令
和
７
年
10
月
20
日
時 

点
で
67
・
４
％
、
滞
納
額
は
令
和

６
年
度
末
時
点
で
４
７
９
２
万
円

で
す
。
滞
納
繰
越
分
の
収
納
率
は

算
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

滞
納
額
は
令
和
６
年
度
末
時
点
で

１
億
１
０
２
４
万
円
余
で
す
。
ま

た
、
全
世
帯
の
令
和
６
年
度
決
算

時
点
の
収
納
率
は
89
・
７
％
で
す
。

時
点
は
違
い
ま
す
が
、
外
国
人
世

帯
の
収
納
率
が
22
・
３
ポ
イ
ン
ト

低
い
状
況
で
す
。

市
内
に
は
史
跡
の
案
内
板
等
が

多
数
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
設

置
数
及
び
種
類
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
ま
た
、
設
置
場
所
に
よ
っ
て

差
は
生
じ
ま
す
が
、
経
年
劣
化
も

出
て
き
て
い
ま
す
。
設
置
か
ら
数

十
年
た
っ
て
い
る
場
合
、
更
新
計

画
は
あ
る
の
か
。
そ
し
て
、
座
間

市
公
民
館
に
歴
史
民
俗
資
料
室
が

あ
り
ま
す
が
、
ス
ペ
ー
ス
に
限
り

が
あ
り
ま
す
。
文
化
財
を
常
設
展

示
で
き
る
、
か
つ
て
あ
っ
た
座
間

市
歴
史
民
俗
資
料
館
の
よ
う
な
施

設
設
置
へ
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長　

文
化
財
を
紹
介
す

る
に
当
た
り
、
現
在
５
種
類
の
案

内
板
を
市
内
各
所
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
座
間
ふ
る
さ
と
マ
ッ
プ
と

い
う
総
合
案
内
板
が
市
内
８
か
所
、

本
市
議
会
で
は
、
夏
休
み
中
の

児
童
の
遊
び
場
と
し
て
、
市
立
プ 

ー
ル
の
開
放
再
開
を
求
め
る
陳
情

を
、
過
去
に
全
会
一
致
で
可
決
し

て
い
ま
す
が
、
市
立
プ
ー
ル
で
行

わ
れ
て
い
た
小
学
校
の
水
泳
授
業

も
、
民
間
プ
ー
ル
で
行
う
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
ま
す
。
経
年
劣
化
等

に
よ
る
修
繕
費
用
が
か
さ
む
こ
と

等
、
様
々
な
理
由
に
よ
り
施
設
を

廃
止
す
る
方
向
で
施
策
が
進
め
ら

れ
て
い
る
も
の
と
理
解
し
ま
す
が
、

民
間
施
設
の
利
用
状
況
と
、
市
立

プ
ー
ル
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
検

討
の
進
捗
を
伺
い
ま
す
。

健
康
部
長　

市
立
プ
ー
ル
の
今

後
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
庁
内

で
検
討
し
て
い
る
途
上
で
す
。

教
育
部
長　

現
在
、
小
学
校
７

地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
組
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
前
定
例
会
の

私
の
一
般
質
問
、
地
域
が
活
性
化

す
る
条
件
に
つ
い
て
の
市
長
の
答 

弁
は
、
地
域
固
有
の
歴
史
や
文 

化
・
自
然
や
産
業
、
地
域
の
人
々

の
誇
り
と
愛
着
、
外
部
か
ら
の
交

流
や
関
係
人
口
の
増
加
、
雇
用
及

び
産
業
の
振
興
、
情
報
発
信
や
他

地
域
と
の
連
携
が
進
む
と
い
っ
た
、

大
き
く
５
項
目
だ
っ
た
と
受
け
止

め
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
も
紹

介
し
ま
し
た
が
、
横
浜
市
で
は
70

歳
以
上
の
市
民
が
市
内
か
ら
バ
ス

に
乗
れ
ば
市
外
で
降
り
て
も
無
料

で
、
帰
り
も
市
内
で
降
り
れ
ば
無

料
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
敬

老
パ
ス
と
呼
ば
れ
て
地
域
活
性
化

に
役
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
踏
ま
え
た

防
災
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
問
う

伊
藤　

多
華 

議
員
《
座
間
市
公
明
党
》

市
立
プ
ー
ル
夏
季
開
放
再
開
を
求
め
る

陳
情
へ
の
対
応
は

荻
原　

健
司 

議
員
《
新
政
い
さ
ま
》

外
国
人
住
民
の

国
民
健
康
保
険
税
滞
納
に
つ
い
て

片
岡　

将
志 

議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

地
域
活
性
化
に
も
つ
な
が
る

水
道
料
金
の
福
祉
減
免
を

守
谷　

浩 

一 

議
員
《
日
本
共
産
党
座
間
市
議
団
》

本
市
の
文
化
財
の
広
報
に
つ
い
て

大
矢　

新
一
郎 

議
員
《
新
政
い
さ
ま
》
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